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琵琶湖の保全再生についてのアンケート結果 

★調査時期：令和４年６月 

★対象者：県政モニター２９９人 

★回答数：２４７人 （回収率８２．６％） 

★担当課：琵琶湖環境部琵琶湖保全再生課 

★調査目的： 

県では平成 27年９月施行の琵琶湖保全再生法に基づき平成 29年度には琵琶湖保全再生施策に

関する計画（琵琶湖保全再生計画）を策定して、琵琶湖の総合保全・保全再生に取り組んできました。 

また、令和３年７月１日には、県と多様な主体の皆さんとで、「琵琶湖」を切り口とした2030年の持

続可能社会への目標（ゴール）として、琵琶湖版の SDGs である「マザーレイクゴールズ（MLGs）」が

策定したところです。 

この 10年ないしは20年の間に、琵琶湖の状況がどのように変化してきたのか、また、県民の皆さ

まと琵琶湖との関わりがどのように変わってきたのか等についてお聞きした本アンケート結果を今後

の取組の参考にしていきたいと考えています。 

※「琵琶湖保全再生施策に関する計画」について 

http://www.pref.shiga.lg.jp/ippan/kankyoshizen/biwako/318240.html 

※「マザーレイクゴールズ（MLGs）」について 

https://mlgs.shiga.jp/ 

 

【属性】 

◆性別 

項  目 人数（人） 割合（％） 

男性 131 53.0 

女性 115 46.6 

無回答 1 0.4 

合計 247 100.0 

 

◆年代 

 

 

項  目 人数（人） 割合（％） 

10・20歳代 21 8.5 

30歳代 36 14.6 

40歳代 42 17.0 

50歳代 43 17.4 

60歳代 44 17.8 

70歳以上 61 24.7 

総計 247 100.0 

http://www.pref.shiga.lg.jp/ippan/kankyoshizen/biwako/318240.html
https://mlgs.shiga.jp/
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◆地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１ あなたは、琵琶湖に関する県の計画「琵琶湖保全再生施策に関する計画 

（琵琶湖保全再生計画）」を知っていましたか。（回答チェックは１つだけ n=247） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ あなたは、琵琶湖版 SDGs「マザーレイクゴールズ（MLGs）」を知っていましたか。 

（回答チェックは１つだけ n=247） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

項  目 人数（人） 割合（％） 

大津地域 57 23.1 

湖南地域 67 27.1 

甲賀地域 29 11.7 

東近江地域 37 15.0 

湖東地域 27 10.9 

湖北地域 23 9.3 

湖西地域 7 2.8 

合計 247 100.0 

項  目 人数（人） 割合（%） 

知っている 50 20.2 

名前は知っている

が、内容は知らない 
103 41.7 

知らなかった（このア

ンケートで初めて知

った） 

94 38.1 

総計 247 100.0 

項  目 人数（人） 割合（%） 

知っている 46 18.6 

名前は知っている

が、内容は知らない 
87 35.2 

知らなかった（このア

ンケートで初めて知

った） 

114 46.2 

総計 247 100.0 
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問３ 琵琶湖や地域の環境を保全していくため、NPO等の環境保全団体に所属していますか。 

（回答チェックは１つだけ n=247）   

 

項  目 人数（人） 割合（%） 

はい 11 4.5 

いいえ 236 95.5 

総計 247 100.0 

 

 

 

 

 

 

問４ 過去１年間に環境保全活動（ゴミ拾い、ヨシ刈り、川の草刈り等）や環境学習（セミナー、学習会、観

察会等）に参加したことがありますか。（回答チェックは１つだけ n=247）   

 

項  目 人数（人） 割合（%） 

はい 78 31.6 

いいえ 169 68.4 

合計 247 100.0 

 

 

 

 

 

【具体的な活動内容（主なもの）】 

 地域でのゴミ拾い・草刈りなど清掃作業、環境問題に関する家庭学習。 

 河川美化運動。 

 町内会の一斉清掃。 

 学区の清掃活動や、近くの河川の雑草取りなど。 

 自治会での活動で、川の草刈りやゴミ拾いを行っている。 

 草津川クリーン作戦、市内散在性ゴミ拾い等の活動に参加。 

 長浜新川クリーンアップ作戦。 

 琵琶湖一斉清掃に参加している。 

 毎年、地域での環境美化運動、農業用水・排水川の清掃、地域の川の清掃など。 

 新海浜での廃プラ清掃作業、能登川乙女地区のヨシ刈り取り、用水路の春と秋の藻上げ等。 

 朽木、余呉の自然観察会、セミナー。 
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問５ 琵琶湖の水質・水量は良好だと思いますか。（回答チェックは１つだけ）その理由もあわせて御記入

ください（回答チェックは１つだけ n=247）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【理由（抜粋）】 

問５の回答 その理由 

そう思う 自宅から琵琶湖を眺めていると、天気の良い日の琵琶湖の水面は非常に

きれいです。 

 かつてのような工場や家庭排水の浄化が進んで、一定の水質が保たれて

いるから。 

 ゴミが浮いていたり、岸に溜まっていたりすることがあまりないので、きれ

いに管理されていると思う 

 コロナ禍が 3 年目に入り、依然夏の湖水浴も中止されており、以前に比べ

れば良くなっていると思う。 

 見た目、においともに気にならないから。 

 大分綺麗になったとニュースで聞きました。 

 赤潮を見なくなりました。 

 昨年までは深層循環が行われなかったので心配していたが、今年は大雪

の冬になり水量や循環が回復したと思う。水質も以前より良いと思う。 

 琵琶湖の水質について、滋賀県民は、意識が高いと思うから 

どちらでもない 琵琶湖の周辺に沢山の住民が生活している限り少しずつ悪くなっていく

が、住民の意識や科学の力で食い止めるように努力しなければいけないと

思う。 

 琵琶湖の水が透明で美しく見える場所と、琵琶湖の水に幻滅する場所があ

り、後者の場所では、琵琶湖の水を恥ずかしく思います。特に南湖の観光

地周囲の水の濁りや水草、浮遊するゴミは問題です。 

 

項  目 人数（人） 割合（％） 

非常にそう思う 5 2.0 

そう思う 67 27.1 

どちらでもない 84 34.0 

そう思わない 78 31.6 

全くそう思わない 13 5.3 

合計 247 100.0 
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問５の回答 その理由 

 びわ湖に限定すれば難しいが、流れ込む河川等については各地域で、環境

清掃活動をされており、環境は良くなっている。 

 温暖化によって気象が変化し水量が減ることが多いのが心配 

 記憶にある小さなころの琵琶湖の水や生物と近年の琵琶湖の状態のニュ

ースで受け取る情報が異なるから。 

 身近ではあるが、実際に水そのものと接することはなく、目に見えて異常

を感じないので良好かそうでないかは回答できない。 

 北湖と南湖では、水質が違うと以前から感じていましたし、一概には言え

ないと思います 

 開発や整備などにより、水量・水質ともに悪化しており、魚の生息場所（ヨ

シ原、内湖など）が失われてきている。 

 近くで水を見たことがないので、分からない 

そう思わない ニュースなどで、琵琶湖の水が全層循環していないなどの状況を聞いたり

するので。 

 湖岸に行くとゴミが多い。その状態がずっと続いていると感じる。 

 湖南と湖北では水質が違いすぎる。湖南の水質についてまだまだだと思

っている。 

 散歩していて湖岸のゴミや藻の繁殖状況を見ると決して水質がいいとは

思えません。 

 びわ湖の湖岸に、ごみが打ち上げられている。 

子供の頃は湖岸に行けばシジミが取れたが、現在は、まったく取れない。 

 人の出入りが多ければ多いほど水質は汚染され続けると思う。 

 琵琶湖に注ぐ河川が管理されていないため、不法投棄物がマイクロチップ

化して琵琶湖を汚染している。堤防の道は樹木で覆われて不法投棄の温

床になっている。 

全くそう思わない 水質が悪い 

 南湖の湖面が北水海に比べると濁っているように感じる。ゴミも多く、夏

場は匂いがすることもあります。 

 湖北の漁港は、あまり整備されていないように見える。 

30年位前よりも、水面が濁り、日が当たると生臭い匂いがする。 

 大雨等で水位が上昇した際、びわ湖沿岸の田畑の排水が悪くなり、特に果

樹などの根に被害が出る。 
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問６ 琵琶湖の生態系は豊かであると思いますか。（回答チェックは１つだけ）その理由もあわせて御記

入ください（回答チェックは１つだけ n=247）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【理由（抜粋）】 

問６の回答 その理由 

非常にそう思う 北湖の尾上や片山などの方面では、昔は折々に十分な量の鮒、モロコ、アユや

ウナギなどが取れましたが、最近は少なくなっていると郷里の友人から聞きま

す。豊かな琵琶湖の幸を守り続けることが重要と考えます。 

 温暖化にも多分影響するから 

 固有種が多くいるから 

 幼少期のころ、琵琶湖のプランクトンを観察したことがあり、こんなに沢山の生

き物がいると感心したことを覚えています。 

そう思う ある一定の漁獲は確保できているため 

 シジミの量が減っている話は聞くが、以前から生息している生態系はある程度

落ち着いているのではないかと思う。 

 ニュースなどで琵琶湖の生物のことをよく目にします。 

今年も家族で琵琶湖博物館にも行ってきました。そして琵琶湖に生きる多くの

魚介類のことを学びました。生活に使うためだけでなく、湖に住む生物を末永

く守っていくためにも、今の豊かな生態系を守っていきたいです。 

 ブラックバス、ブルーギルなどの外来種比率が高止まりしているらしい。 

カナダ藻が多いとも聞く。 

 以前から、「琵琶湖の生態系」について比較的豊かであると聞いており、 

その後悪化したとか良化したとの報道が無いことより、変化ないものと 

考えている。 

 漁が出来ると聞いたから。水産資源が豊富そう。 

 琵琶湖博物館で琵琶湖にいる生物などを見ると、まだそこまで生態系に影響

がなさそうに感じたので。 

 様々な生物がおり、どちらかと言えば豊かであると思う 

 釣り人が沢山いるから 

項  目 人数（人） 割合（%） 

非常にそう思う 15 6.1 

そう思う 114 46.2 

どちらでもない 73 29.6 

そう思わない 37 15.0 

全くそう思わない 8 3.2 

合計 247 100.0 
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問６の回答 その理由 

 外来種が問題になっているとはいえ、外来種の駆除などで生態系が回復してき

ているのではないかと思うから。 

 水産資源が多い。 

どちらでもない 外来種の生物等で生態系は崩れていると思います。 

 どんな生き物がいることを知らないため。 

 ブラックバスなどの外来種が増えてきていて従来の固有種が減っているよう

な気がするから。 

 よくわからないから。 

 琵琶湖にしか生息しない生態系があると聞いたことがありますが、一方で外来

魚流入の話もあるため、通常の生態系が維持されているかどうかは疑問であ

り、一口に豊かであると言えないと思いました。 

 豊かかどうかはわからないですが、ビワコオオナマズなど琵琶湖特有の生態も

いたり、地域特有の生態系があったりすることは面白いと思います。 

 豊かなのでしょうが、生態系と身近に接する機会もなくよくわからないのが正

直なところです。 

そう思わない 地球温暖化要因により、今後その影響が「琵琶湖」にも降りかかってくる。 

 外来魚がたくさん生息している。 

 外来種が生息するようになってから、または環境の変化によって、生態系が変

化し、衰退しているように思う。 

 昔ほど琵琶湖固有の魚が獲れなくなっていると聞いている。 

 生態系変化があるらしい、水質低下は実感しています。 

 琵琶湖博物館へ行ってもワクワクしない。 

学生の頃生態系について学んだ記憶があまりない。 

 もともと生態系は大変豊かでしたが、近年は環境の変化からその生態系は脅

かされつつあると思います。 

全くそう思わない テレビでも新聞でも生態系が豊かだとは言われてないし書かれていない。 

 外来種が多い。来種が産卵できる場所が開発とともに減っていると感じる。 

 外来種に侵されている。 
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問７ 琵琶湖や湖岸の景観は良好であると思いますか。（回答チェックは１つだけ n=247）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【理由（抜粋）】 

問７の回答 その理由 

非常にそう思う 湖岸道路ができて、木々が植えられて、琵琶湖の湖岸の景観はとても良好

である。滋賀がヨーロッパのスイスのような役割を果たす地域になればよ

いと思う。 

 琵琶湖岸で景色を眺めると癒されるので。 

 琵琶湖を眺める場所が多く、その場所で癒しを得られる。 

またそれぞれの場所に個性がある。 

 特に大津あたりの風景を、東側の湖岸緑地から見ると、湖の向こうに高層

マンションやホテルが建ち並び、さながらマンハッタンのような印象を受け

（スケールは小さいが）、異国情緒がある風景を気に入っている。 

 晴れていれば眺望がよく、どの方向から見ても山と湖が織りなす景観を見

ることができるため。 

 あまりゴミもなく、緑豊かで美しいから。 

 湖岸道路がこれだけ整備されているのは他の湖沼にはない。 

そう思う ドライブが好きで、よく湖周道路を走るのですが、気持ちの良い景観が続

いています。 

 サイクリングやキャンプを楽しむ方々が増加しているので景観は整備され

ていると思います。 

 びわイチで有名なように琵琶湖一周ができる道路整備（もう少し完璧にし

て欲しいですが）などを見ても、日本の琵琶湖を象徴しているだけに常に

県外の人には誇りをもって紹介しております。 

 もっと整備されても良いと思うが自然豊かで琵琶湖と山のコントラストが

良いと思います。 

 景観は四季の花が見られるので保てていると思う。足元はごみがあるの

で気になる。 

 景観を保護するように建築の規制が出来ていると思う。一部のマナー違反

はあるのかと思う。 

項  目 人数（人） 割合（％） 

非常にそう思う 23 9.3 

そう思う 118 47.8 

どちらでもない 61 24.7 

そう思わない 39 15.8 

全くそう思わない 6 2.4 

合計 247 100.0 
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問７の回答 その理由 

 湖の周りの公園や道路にも緑が溢れていて、とても癒される 

 時々、湖岸で休憩をとったりしますが、ゴミなどは全く漂流してこなくて景

観が良いなと思います。 

 風光明媚そのものの景観であり日本の中でも誇れると思います。 

どちらでもない ごみの廃棄や雑草の生茂りが多い 

 きれいなところと汚いところがあるから。 

 ビワイチとかで整備はされ良いと思いますが、休日は車が多すぎる。 

 湖周道路はおおむねきれいにはされていますが、個人地権者所有の土地

についてはまだまだ統一化はされてはいないと思います。 

 南湖では特に景観を損なう建物が目立つ。 

 整備されているところと野放しなところの差が大きいと感じています 

 住民により河川をきれいにしているつもりでも時々ふとどき者がおり、弁

当の殻やペットボトルを捨てている者が見受けられる。県民の日頃の心が

けやマナーなど啓発的な呼びかけをテレビや新聞等で県は積極的に行う

べきである。 

 湖南と湖北では湖岸が全く違うのでどちらとも言えない。 

そう思わない キャンプをしている人や釣りをしている人にとっては良いかも知れない

が、他の人にとってはあまり魅力的ではないように思う 

 マンションが多いと感じる場所がある 

 水草除去の機械整備が進み、悪臭減少や景観は良くなっていると思いま

す。 

 観光客のゴミが多い。 

 一部は良いが、県管理区域が汚れ荒れている。 

 近年琵琶湖岸に景観を悪くする建物が多くたっており、景観が損なわれて

いる。 

 湖周道路を車で走行していると琵琶湖側の雑木が、ある為琵琶湖が、見え

ないところが沢山あります。 

湖周道路から琵琶湖が見えると良いと思います。 

 琵琶湖周辺に、商業施設の看板や高いホテルがあり、景観を遮っているよ

うなこともある。湖岸から 50mとか１００ｍ以内とか看板や建物の高さ規

制なども、景観保持には必要かなと思います。 

全くそう思わない 高い建物が目立つ 湖畔に住宅が多い 

 全く管理されていない所が多い 

 湖岸にマンションを建てないで欲しい。 
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問８ 日常的な生活、文化、学習の場として、人々と琵琶湖との関わりは深いと思いますか。 

（回答チェックは１つだけ n=247）   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【理由（抜粋）】 

問８の回答 その理由 

非常にそう思う 日常生活において琵琶湖とのかかわりは大きい。自然豊かな景観や、豊富な

水。豊かな生態系。与えられた自然をうまく利用して、持続可能な心豊かな人生

が送れる地域だと思います。 

 よく目にするうえに、これからの季節は泳ぎに来たりBBQの人が来たりとレジ

ャーとしても楽しめるため。 

 環境問題を学習するのに良い教材である。 

 県内の場所を表すときに、琵琶湖を中心として人に伝えることが多いから。 

 琵琶湖岸や琵琶湖にそそぐ河川堤防は私のお気に入りのウォーキングコースで

す。背景となる山々も美しい。 

 生活の営みの場となり、憩いの場となっている。 

 琵琶湖はとても大切だと子供の頃から習っているから。 

そう思う うみのこをはじめ、色々な接点を持てるような教育をされていると思います。 

 レジャーの場としてだけではなく、生態系の学習、水質管理の理解、農業との関

係、以上のことを子供たちが学ぶ場として貴重。 

 魚類も捕獲できるし、湖岸道路の整備でウオーキングやジョギングなども含め

憩いの場、癒しの場として県民にも親しまれている。また生活用水としての水源

でもある。 

 私たちが生きていくために頂く水、その琵琶湖は、私たちの命そのものです。 

その事を小さな頃から常に意識出来るように、学校で学ぶ機会を取り入れるべ

きだと思う。 

 滋賀県にとって、琵琶湖および周辺の河川や山、草原は自然豊かであり文化、

生活の場として適している。 

 疲れた時琵琶湖の景色を眺めていると癒されます。 

 癒しと憩いの場所としてよい環境である 

項  目 人数（人） 割合（％） 

非常にそう思う 55 22.3 

そう思う 123 49.8 

どちらでもない 53 21.5 

そう思わない 14 5.7 

全くそう思わない 2 0.8 

合計 247 100.0 
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問８の回答 その理由 

そう思う 琵琶湖の水は、県民や下流域の水源として必須であり、流れ込む河川の上流部

から下流域における水質保全について豊かな生活・文化を育む為、子供から大

人に至るまでその重要性を認識し学習する必要がある 

 毎日琵琶湖をみると落ち着く。子供の頃から都度琵琶湖学習があり身近な存

在。 

どちらでもない かつて琵琶湖は、人々の生活と深いかかわりがあったようですが、今現在は、

薄れているのではないでしょうか。 

 滋賀県＝琵琶湖と思われているが、いつも琵琶湖を見ている人と、日常、琵琶

湖を目にしない地域の人では、琵琶湖への関心の差は大きいと思う。 

 住まいが近くにあるのとそうでないのとでは、差があるように思います 

いろんないみで、学習船「うみのこ」の果たす役割は、大きいと思います。 

 小学校の時は琵琶湖について学習する機会はあったが、大学生や成人してから

はそのような場を自ら取りにいかないと情報があまりない。 

 日常生活ではそれほど関わりを感じられない、水産物もなかなか手に入らない

し、高級品に思える 

 琵琶湖が見えるところの地域では多少恩恵があるのかもしれないですが、それ

以外の地域ではあまり普段の生活から、琵琶湖との関りが深いと思われる場面

は少ないです 

 琵琶湖産の食品があちこちで手軽に手に入るわけではないし、日常的に皆が食

べている印象がない。一方、琵琶湖でレジャーを楽しむ人は多いかもしれない。 

そう思わない 生活としての水のありがたさはあります。ただ、お値段が高すぎると思います。

大型湖のある環境からの益を享受できていないように思います。 
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問９ 琵琶湖は、漁業や観光など産業資源として役立っていると思いますか。 

（回答チェックは１つだけ n=247） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【理由（抜粋）】 

問９の回答 その理由 

非常にそう思う 鮎や、瀬田しじみの漁もありますし、休日には他府県ナンバーの車で琵琶湖周

辺は賑わっているので。 

 観光のメインが琵琶湖だから。 

 漁獲量は、減っているものの小鮎やシジミなど琵琶湖の水産物が流通してい

る。他県にはない景色が滋賀県にはあり、環境に役立っていると思う。 

 湖魚等は食・生命の源です。琵琶湖の水質のマイナスイメージからこれらから遠

のいてきていると思います。 

 琵琶湖は他の県では考えられない、素晴らしい財産だと思うから。 

 他に観光地がないから。 

そう思う 鮒寿司・モロコやコアユの佃煮・アユ・シジミ・ビワマス・コエビ等々、滋賀県の生

活や特産品お土産に大いに役立っています。 

 ビワイチやグランピングなどでは、琵琶湖の景観は大きく役立っていると思い

ます。 

 海老豆など美味しい料理がある。 

 小さい時から湖魚を食べ、海の代わりの湖として、慣れ親しんで来ました。 

 特に最近若者の琵琶湖(マリンスポーツ、周辺名所旧跡)への関心が強く観光県

として好ましい傾向である。 

 琵琶湖テラスなど、琵琶湖の景色を生かした SNS映えスポットができ、時代に

合った景観もありとてもいいと思う。 

 琵琶湖固有の魚類は佃煮でよく見たり食べたりするし、観光はビワイチやドラ

イブ、キャンプ等でも人気。北部地域の若鮎漁は、琵琶湖特有の漁法でとっても

素晴らしいと思います。 

 遊覧船などがあるから 

項  目 人数（人） 割合（％） 

非常にそう思う 53 21.5 

そう思う 133 53.8 

どちらでもない 45 18.2 

そう思わない 16 6.5 

全くそう思わない 0 0.0 

合計 247 100.0 
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問９の回答 その理由 

どちらでもない 何もないから 

そう思わない 漁業・観光も一部でしか感じられない、滋賀に来ればどこにいても琵琶湖を感

じることが出きることがない 

 漁業は淡水魚やシジミ漁を生業として生活している方達がいて琵琶湖が貢献

している。しかし観光面では琵琶湖は、騒音と排気ガスをまき散らすマナーの

悪いジェットボートや、水辺のどこにでも現れて漁業者の邪魔をするバス釣り

客、ゴミ捨てや焚火など禁止破りのキャンプ客などが席巻しており、静かに琵

琶湖を楽しみたい観光客の妨げになっている。県は琵琶湖観光のあり方を見

直し健全な観光を目指していただきたい。 

 琵琶湖の漁業についてあまり知らないが、琵琶湖で採れた魚やエビをおいしい

と思って食べたことがあまりないし、売っていても買おうと思わない。 

琵琶湖パールは美しく、デザインも良くされたものが多いので、もっと広がれば

良いと思う。 

 

問 10 どのくらいの頻度で琵琶湖を見ますか。（回答チェックは１つだけ n=247） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

項  目 人数（人） 割合（％） 

ほぼ毎日 57 23.1 

週に１、２回 69 27.9 

月に１，２回 79 32.0 

年に１、２回 35 14.2 

ほとんど見ない 7 2.8 

合計 247 100.0 
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問 11 どのくらいの頻度で琵琶湖を訪れますか（湖岸公園・湖水浴などの利用を含む）。 

（回答チェックは１つだけ n=247） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 12 琵琶湖に関する催し物（イベントや講演、シンポジウムなど）があった場合、どのくらいの頻度で

参加していますか。（回答チェックは１つだけ n=247） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 13 新聞やテレビなどで琵琶湖に関するニュースについて、関心がありますか。 

（回答チェックは１つだけ n=247） 

 

 

 

 

 

 

 

  

項  目 人数（人） 割合（％） 

ほぼ毎日 11 4.5 

週に１、２回 42 17.0 

月に１，２回 83 33.6 

年に１、２回 76 30.8 

ほとんど訪れない 35 14.2 

合計 247 100.0 

項  目 人数（人） 割合（％） 

いつも参加する 2 0.8 

たいてい参加する 8 3.2 

たまに参加する 70 28.3 

あまり参加しない 112 45.3 

全く参加しない 55 22.3 

合計 247 100.0 

項  目 人数（人） 割合（%） 

非常にそう思う 70 28.3 

そう思う 142 57.5 

どちらでもない 27 10.9 

そう思わない 6 2.4 

全くそう思わない 2 0.8 

合計 247 100.0 
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問 14 あなたは、家庭排水をできるだけ汚さないように、何か気をつけていますか。 

（回答チェックは１つだけ n=247） 

 

項  目 人数（人） 割合（%） 

はい 171 69.2 

いいえ 76 30.8 

合計 247 100.0 

 

 

 

【気をつけていること（抜粋）】 

 台所の流し台からのゴミ濾過配水を日常的に行っています。 

 ゴミは川に流さない。 

 リンを使った洗剤は使用しない 

 塩素系の利用を極力控えています。 

 汚れは使い古しのタオル等で拭き取ってから洗う 

 洗剤は使いすぎないようにする 

 鍋や皿についた汚れはすべて拭き取ってから洗剤で洗うようにしている。 

 無洗米を使う 

汚れた食器は、拭き取ってから洗う 

 油などを極力排水しないようにしている。 

 油やマイクロプラスチックの流出に気を付けています。 

 揚げ物をした後の油を古着で吸収してから鍋をあらったり、環境にやさしい洗剤を選んだりしてい

ます。 

 

 

問 15 あなたは、どの程度の頻度で、琵琶湖で捕れた魚や貝を使って料理を作り、食べますか。 

（回答チェックは１つだけ n=247） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項  目 人数（人） 割合（%） 

月１回 68 27.5 

月２回 18 7.3 

月３回 9 3.6 

月４回 9 3.6 

月５回 2 0.8 

月６回以上 5 2.0 

ほとんど食べない 136 55.1 

合計 247 100 
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問 16 あなたは、過去１年間に何回、琵琶湖や川で遊んだことがありますか。 

（回答チェックは１つだけ n=247） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 17 あなたは、自分の住む地域の洪水ハザードマップを知っていますか。 

（回答チェックは１つだけ n=247） 

 

項  目 人数（人） 割合（） 

はい 213 86.2 

いいえ 34 13.8 

合計 247 100.0 

 

 

 

 

問 18 あなたは、琵琶湖や河川を大切に思っていますか。（回答チェックは１つだけ n=247） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項  目 人数（人） 割合（） 

年１回 30 12.1 

年２回 18 7.3 

年３回 24 9.7 

年４回 4 1.6 

年５回 6 2.4 

年６回以上 26 10.5 

全く遊ばなかった 139 56.3 

合計 247 100.0 

項  目 人数（人） 割合（） 

非常にそう思う 116 47.0 

そう思う 112 45.3 

どちらでもない 18 7.3 

そう思わない 0 0.0 

全くそう思わない 1 0.4 

合計 247 100.0 
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【理由（抜粋）】 

問 18の回答 その理由 

非常にそう思う 一度壊れてしまうと、元に戻すことが難しい。日本一の湖を大切にしないと

いけないと思う 

 一番、身近に感じるのは、飲料水であること。滋賀県のみならず、京都の飲

料水でもあること。 

 近畿の水がめであり、水資源として欠かせない。 

 県の象徴であり貴重な飲料水だから 

 今を大切にしないと、子孫に失礼である。 

 滋賀といえば琵琶湖のイメージが強く洪水や水不足もなく暮らせているの

は琵琶湖のおかげだから大切に思います。 

 滋賀県民にとって、琵琶湖やそこに流れ込む河川はとても大切なもので

す。大事にしたいです。 

 水は最大の資源なので。 

 世界古代湖10湖の１つ、国内最古、大きさ１位の淡水湖で近畿1450万人

の水瓶として大切な湖である。 

 琵琶湖のほとりに住んでいます。琵琶湖の水位の異常は直接的に洪水の危

険につながります。 

そう思う びわ湖は、直接、命に関わっていると思っているから。 

 ないと関西地区の水不足になりそうだから。 

 京都、大阪に水を供給している大切な存在 

 県内の降水は全て琵琶湖に注ぐから。 

 滋賀で生きていくうえでは身近にあり、恩恵を受けているものだから。 

 水は命の元なので大切にしたいなって思います。 

 台風などで、河川があふれたり、堤防の決壊などがあったりすれば大変だ

から。 

 琵琶湖と河川は生活する為に大事なものと思います。 

 琵琶湖の環境を守ることは県民の責務だと思います。 

 匂いや景観などの周辺環境につながり、飲み水にも影響するから。 
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問 19 その他、琵琶湖の保全について御意見がありましたらお聞かせください。（抜粋） 

 「琵琶湖」は滋賀県・日本の「宝」であり、観光資源としても重要。よって、「琵琶湖」保全・有効活用に

予算を優先投資すべきと考える。 

 ５年位前頃から琵琶湖の全層循環が１～2月頃起きるとされているが、数年前は全く湖底への循環

が途絶え、生態系に悪循環を及ぼしているとのニュースがあった。今年は、どうも循環機能が働い

ていたようであるが、そのメカニズムはよくわかっていない。地球温暖化という我々の生活との関

係があるのであれば、琵琶湖の環境問題として、積極的に情報を提供して欲しい。 

 MLGsをもう少し詳しく知りたいと思いました。 

 マザーレイクゴールズのことも知りませんでした。もっと滋賀県のこと琵琶湖のこと勉強しようと思

いました。 

 コロナが終息したら、ゴミ拾いなどにも参加してみたいと思います。 

 ブラックバスなどの外来種を駆除するためのイベントについては、参加者も釣りを楽しむことがで

き、ウィンウィンでとてもよいと思っています。負担にならない形での保全が増えると良いと思い

ます。 

 まずは河川や琵琶湖に流れ込んでくるゴミを減らすことと思っています。各自が責任をもって適正

なゴミ処理をすること。水を大切につかうこと。 

 みんなで琵琶湖守るために参加しやすい企画があるといい。 

 一級河川（野洲川など）の支流などの河川浚渫など管理ができていない。もっと河川を県は積極的

管理していただき河川の洪水が起こらないように浚渫を実施する必要があります。費用対効果も

重要ですが県民の不安も取り除くことも重要と思います。 

 外来種を撲滅するよう積極的に取り組んでほしい。 

 観光開発によって保全費用を沢山調達できるようになればいいと思う。 

 県外の人の駐車場利用を有料にして、琵琶湖のメンテナンスや給水所、設備の費用にしたらいいと

思います。 

 県民の人にとってとても大切に感じてられる湖なので、これからももっと PR して観光産業を盛り

上げられると良いと思う。 

 県民一人ひとりの意識を変えるべく、地域でどんな事をしたら、琵琶湖の保全に繋がるかを考える

機会をつくると良いと思う。 

 湖岸の整備、例えば藻やゴミ問題は県民のみならず、京都、大阪など水の恩恵を受けている人達に

も呼び掛け、おおがかりに整備することで、周知徹底して盛り上がるのではないでしょうか。楽しく、

ボランティアしょうとか、ふるさと納税のような知恵を出すと良いと思います。 

 市、県レベルでできること、国の力が必要なこと、各々が、連携を取り合い、推進する必要がある。

また、世界湖沼会議のような国際的取り組みを積極的、継続的に推進してほしい。 

 年々渡り鳥の飛来数が減ってきているのではと思います、温暖化の影響もあるのでしょうが、環境

が悪化して彼らの餌が減少、巣作り環境の悪化、熱くなる時期が年々早くなっている等 彼らにと

っては住みやすい環境になっていないのでは？ 

 琵琶湖に流れ込む農薬が心配です。世界では危険とされ、使われていない農薬が、日本では許可

されています。琵琶湖のことを、人々の健康を思うならば、農薬を規制するべきだと思います。 
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 琵琶湖の保全について、常に公共放送やびわ湖放送などを通じて、ＰＲしていって欲しい。 

 琵琶湖を汚すプラごみは、風で飛んでしまうので、プラ製品をなくしていくことが根本的な解決だ

と思う。 

 琵琶湖全体が禁漁区になっていますが、周辺の河川では、そうでないところも多くあります。湖岸

からさかのぼること数 Kmまでは、琵琶湖と一体の物として、禁漁区にしてもらいたいです。 

 利用促進、観光振興と環境保全を如何に両立させるのか、両者を同じように扱うことが必ずしも両

立の唯一の答えではないだろう。現状認識を基に財政・人的資源の傾斜配分も場合により必要だ

ろう。その意味において、現在の地平においては利用制限を進めることが必要ではないのか。長期

的にはそのことが観光促進にもつながり、環境保全との調和に近づくような印象を持つ。 


